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学長プレゼンテーション

地域で輝く
先進的理工系人材の育成

第一部

P r e s i d e n t ' s  P r e s e n t a t i o n
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製製造造品品出出荷荷額額47兆兆円円（（45年年連連続続日日本本一一））をを支支ええるる人人材材育育成成

伝伝統統産産業業のの技技術術継継承承とと革革新新

大大学学 具具体体的的なな課課題題のの把把握握、、実実証証実実験験

自自治治体体 地地域域課課題題解解決決手手段段、、専専門門的的知知見見のの享享受受・・政政策策支支援援

企企業業 実実用用化化、、社社会会実実装装、、大大学学生生ととのの連連携携機機会会

ももののづづくくりり王王国国「「愛愛知知」」ににおおけけるる役役割割 連連携携にによよるる相相乗乗効効果果

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

直直流流ママイイククロロググリリッッドド普普及及ののたためめのの変変換換器器のの小小型型化化とと遮遮断断装装置置のの開開発発
（研究リーダー：エコ電力研究センター長 雪田和人 教授）

電電力力変変換換にに伴伴うう損損失失やや電電力力品品質質低低下下をを低低減減すするる小小型型特特殊殊巻巻線線変変圧圧器器及及

びびAI導導入入高高機機能能遮遮断断装装置置のの開開発発をを目目指指ししまますす。。

【【参参考考】】知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究ププロロジジェェククトトⅤⅤ期期 実実施施研研究究テテーーママ

大大学学単単独独でではは困困難難なな大大規規模模社社会会問問題題もも、、地地域域連連携携にによよりり実実効効性性ののああるる解解決決をを実実現現

出出典典：：愛愛知知県県ホホーームムペペーージジ「「ああいいちちのの魅魅力力」」

革革新新的的ブブルルーー燃燃料料・・ブブルルーーココーーククスス併併産産複複合合ププロロセセススのの開開発発
（研究リーダー：総合技術研究所 板谷義紀 客員教授）

ブブルルーー燃燃料料及及びびババイイオオママスス配配合合ののCO2排排出出削削減減にに大大ききくく貢貢献献すするるブブルルーーココ
ーーククススをを併併産産すするる革革新新的的カカーーボボンンニニュューートトララルルププロロセセススをを提提案案ししまますす。。

人人協協働働型型セセララミミッッククスス自自動動実実験験シシスステテムム構構築築とと電電池池材材料料探探索索ププロロトトココルル開開発発

（研究リーダー：産業技術総合研究所／共同研究者：工学部電気学科 古橋秀夫 教授）

メメカカノノケケミミカカルル自自動動実実験験シシスステテムムのの構構築築及及びび AI解解析析ツツーールルのの開開発発をを目目指指しし
まますす。。

多多様様なな人人とと交交通通ススケケーールルをを繋繋ぐぐ歩歩車車・・広広狭狭混混在在型型デデジジタタルルツツイインン基基盤盤技技術術のの開開発発

（研究リーダー：名古屋大学／共同研究者：工学部機械学科 伊藤章 教授）

歩歩車車混混在在局局所所シシミミュュレレーーシショョンンととミミククロロ-ママククロロ横横断断交交通通流流シシミミュュレレーー
シショョンンののたためめののデデジジタタルルツツイインンシシスステテムムのの開開発発をを目目指指ししまますす。。

エエココ電電力力研研究究セセンンタターーでではは、、太太陽陽光光発発電電ななどどをを用用いいたたママイイ

ククロロググリリッッドドをを構構築築、、新新ししいい電電力力供供給給シシスステテムム提提案案をを目目指指

すす。。令令和和7年年度度「「知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究ププロロジジェェククトトⅤⅤ期期
」」にに採採択択さされれ、、「「直直流流ママイイククロロググリリッッドド普普及及ののたためめのの変変換換

器器のの小小型型化化とと遮遮断断装装置置のの開開発発」」にによよりり、、学学生生ととととももににカカーー

ボボンンニニュューートトララルルをを推推進進。。

愛愛知知県県はは、、自自動動車車ををははじじめめととすするる製製造造業業やや農農業業（（22002222年年キキャャ

ベベツツ出出荷荷量量全全国国1位位））がが盛盛んんなな地地域域ででああるる。。自自治治体体、、企企業業とと
連連携携しし、、ババイイオオ燃燃料料のの導導入入・・実実用用化化、、水水素素のの活活用用、、高高齢齢者者

のの作作業業負負担担軽軽減減をを目目指指ししたた自自動動運運転転技技術術をを用用いいたた収収穫穫支支援援

技技術術のの開開発発にに取取りり組組むむ。。

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの推推進進 地地域域産産業業へへのの貢貢献献

愛愛知知工工業業大大学学のの研研究究・・取取組組事事例例

「「地地域域とと連連携携ししたた実実践践的的人人材材育育成成」」

愛愛知知県県、、豊豊田田市市、、みみよよしし市市

刈刈谷谷市市教教育育委委員員会会

イイオオンンモモーールル長長久久手手

ひひままわわりりネネッットトワワーークク㈱㈱

株株式式会会社社名名古古屋屋銀銀行行

株株式式会会社社大大垣垣共共立立銀銀行行、、豊豊田田信信用用金金庫庫

自自治治体体ととのの連連携携

瀬瀬戸戸市市

愛愛知知工工業業大大学学

愛愛知知医医科科大大学学

金金城城学学院院大大学学

名名古古屋屋学学院院大大学学

名名古古屋屋産産業業大大学学、、南南山山大大学学

豊豊田田市市

愛愛知知工工業業大大学学

中中京京大大学学、、日日本本赤赤十十字字豊豊田田看看護護大大学学

豊豊田田工工業業高高等等専専門門学学校校

公公益益財財団団法法人人豊豊田田地地域域医医療療セセンンタターー

トトヨヨタタ自自動動車車株株式式会会社社

宮宮田田電電工工株株式式会会社社 他他

瀬瀬戸戸市市とと連連携携女女子子中中学学生生体体験験・・見見学学会会

CNにに関関すするる特特別別講講義義

みみよよしし市市とと連連携携子子供供講講座座のの実実施施

豊豊田田市市とと連連携携 リリススキキリリンンググ・・リリカカレレンントト教教育育

在在
学学
生生
対対
象象

社社
会会
人人
対対
象象

女女
子子
中中
学学
生生
対対
象象

国国やや地地域域がが抱抱ええるる課課題題にに対対応応すするるここととががででききるる
人人材材のの育育成成をを目目指指ししてて学学生生ととととももにに研研究究をを推推進進しし、、

地地域域のの自自治治体体、、企企業業等等ととのの連連携携にによよりり
実実践践的的なな人人材材をを育育成成ししてていいまますす。。

2025年年 第第8回回工工大大ササミミッットト
地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成

企企業業ととのの連連携携

ココンンソソーーシシアアムム等等にによよるる連連携携

ココンンソソーーシシアアムムせせとと
豊豊田田市市高高等等教教育育活活性性化化推推進進

ププララッットトフフォォーームム

地域課題を通じた
人材育成

地域貢献と産学連携
を通じた人材育成

自治体、大学、企業等が共同して
行う地域貢献、地域活性化を
通じた人材育成

知知のの拠拠点点ああいいちち重重点点研研究究
ププロロジジェェククトト 他他 産産学学連連携携ママッッチチンンググ、、共共同同研研究究

地地域域活活性性化化へへのの取取組組、、大大学学連連携携にによよるる教教育育研研究究推推進進

小小
学学
生生
対対
象象

全全学学部部全全学学年年対対象象ののオオムムニニババスス授授業業
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学ぶ場としての地域
• キャンパス周辺地域の社会課題と学生参加

• 地域企業との交流（学生参加）

3

第8回工大サミット（2025）

KAIT 地域貢献・連携センター
厚木市、愛川町、清川村、海老名市、伊勢原市・・

2

第8回工大サミット（2025）

地域で輝く先進的理工系人材の育成
神奈川県中央部に位置する厚木市にキャンパスがあります

第8回工大サミット（2025）
学長 井上哲理

1
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佐渡市

妙高市

蒲郡市種子島
西之表市

那須町

熊本県
鳥獣対策

紀北町

3

他にも全国各地の地域連携プロジェクト多数

2

持続可能な地域コミュニティの形成支援により地域の活性化等を推進
原市団地＋埼玉県上尾市内の

地域医療福祉拠点化に取り組む 団地
協定締結は 年度だが、既に 年以上にわたり、 原市団地の空き店
舗に開設した「芝浦工大サテライトラボ上尾」をコミュニティ活動および学外
教育研究活動の拠点とし、コミュニティ活性化を推進している。

高齢化が進む原市団地で多様な地域関係者との協働により、地域交流イベン
ト「原市カフェ」（高齢者の外出機会の創出による健康の増進や、賑わい創出
による地域内外の交流を促進）の概ね月 回の開催や工学系の大学との連携
を活かした地域生活に関連する調査・研究で課題解決にも取り組む。

ラボの研究で「第 回学生政策提案フォーラム さいたま」で優秀賞を受賞。
学生が第 回 都市環境デザイン会議研究発表会にて優秀賞を受賞。

年度に協定を締結。豊洲四丁目団地で、団地にお住まいの方々
にイベントや調査を実施し、「孤独・孤立の防止」「コミュニティ活性化」
の課題に向けて、住民の方々が互いにコミュニケーションをとることが
できる機会を計画する等、共用部での活動イメージや安全・安心な場づ
くり、地域との繋がりについて と共に検討を続けている。

本学教員の専門を活かし、親子で参加、または地域の大人にも楽しん
でもらえるような子ども向け講座も実施。

UR豊洲四丁目団地＋東京都江東区内の
地域医療福祉拠点化に取り組むUR団地

UR都市機構との連携（協定締結）

サテライトラボ運営会議

は学生、改修後のサテライト
ラボ 階「みんなの秘密基地」

意見を画像生成 で集約し、内装
イメージや間取り模型に反映

賑わう原市カフェ

伝統木造構法が使われている『木のジャ
ングルジムくむんだー』で木育の実践

団地模型を使ったアイディアの検討

子供向け工作講座「ペットボトルで作った
プロペラを飛ばそう」

コミュニティ活性化の提案イベント

「みんなの秘密基地」で高齢者の方と埼
玉県立上尾高等学校の生徒さんによる
シルバー スポーツとしての実証実験

1

芝浦工業大学
学長 山田 純

芝浦工業大学は 年から 年間にわたり文
部科学省より「地（知）の拠点整備事業（ 事
業）」に採択され、補助金をもとに教育・研究・社
会貢献活動に取り組んだ。

事業は、地域社会と連携し、「地域のための
大学」として全学的な教育カリキュラム・教育組織
の改革を行いながら、地域の課題（ニーズ）と大
学の資源（シーズ）の効果的なマッチングによる
地域の課題解決を行う。

文部科学省の採択期間終了後も、 年から
は、本学の自己資金にて活動を継続。

文部科学省「地（知）の拠点整備事業（COC事業）」の本学による自主継続
代表教員 年度 研究課題 実績 連携先地域

工学部
村上嘉代子

少子高齢化社会へ向けたインバウンドとウェルビーイ
ングのプロモーションによるビジネス創出のための
ローカリゼーションプロジェクト

さいたま市、臨海副都心エリ
アを中心とした関東中心部
から北関東における各主要
地域

工学部
石﨑聡之

定期的な スポーツの実践は地域高齢者の体力を向
上させるか？

さいたま市内

システム理工
学部
長谷川浩志

産学官連携スキームによるアントレプレナーシップ教
育の充実

埼玉県，さいたま市，那須町，
神戸市，姫路市，富山市など

システム理工
学部
市川学

社会システム科学のアプローチによる課題解決：最適
手法の探索と適用

東大宮、栃木県那須町、沖縄
県那覇市など

システム理工
学部
鈴木俊治

社会人基礎力向上を目指す地域志向活動型アクティ
ブ・ラーニングのカリキュラムマネジメントと教育アセ
スメント

さいたま市内 地域、埼玉県
内 地域、首都圏内 地域

デザイン工学
部
橋田規子

地域に貢献できる大学パブリックスペースの提案 江東区豊洲

建築学部
志村秀明

江東内部河川・運河の活用とコミュニティ強化 江東区、中央区、福島県南会
津町

建築学部
小柏典華

「木のジャングルジム」を使用した伝統木造構法の木育
実践

江東区豊洲、埼玉県

建築学部
小菅瑠香

豊洲四丁目団地における安全・安心なコミュニティ形
成プロジェクト

江東区
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地地域域にに根根ざざししたた授授業業やや演演習習、、研研究究、、課課外外活活動動をを通通ししててささままざざままなな課課題題をを発発見見しし、、解解決決すするる

防災教育活動 空き家カフェ運営

商店街の魅力を伝える映像の制作 小学生プログラミング教室

キャリアデザインⅠ（１年次）
プログラムの１つとして地方自治体が実際に抱える課題をテーマに課題解決型学習（ ）を実施。

キキャャリリアア教教育育「「キキャャリリアアデデザザイインンⅠⅠ・・ⅡⅡ・・ⅢⅢ」」

今年度の成果報告会の様子
当日は登米市長にお越しいただき、プレゼンテーションの審査をしていただきました。

学生自らの力でキャリアをデザインする能力や社会人基礎力を養成するため様々なプログラムを用意。

第８回工大サミット
「地域で輝く先進的理工系人材の育成」 東北工業大学 学長 渡邉 浩文

（（デデジジタタルルトトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））＆＆ （（ググリリーーンントトラランンススフフォォーーメメーーシショョンン））教教育育
・データサイエンス教育（全学共通 プログラム開講）

令和３年度入学生より全学部学生対象に開講
数理・データサイエンス・ のリテラシーレベル教育を必修化
「人工知能総論」（１年次前期必修） リテラシー
「人工知能入門」「人工知能基礎」「人工知能応用」（選択）

応用基礎レベル（全学）

環境・サステナビリティ教育（全学共通環境系科目群の開講）
令和 年度入学生より全学部学生対象に開講
「グリーンテクノロジー」（１年次後期必修）
「サステイナビリティ入門」（選択）
「地球環境と諸問題」（選択）

工工学学部部学学科科制制かからら「「課課程程制制」」 「「分分野野横横断断ププロロググララムム」」へへ（（令令和和７７年年度度入入学学生生～～））

ラライイフフデデザザイインン学学部部副副専専攻攻制制のの導導入入（（令令和和７７年年度度入入学学生生～～））

ブブラランンドドススロローーガガンン

ブブラランンドドビビジジョョンン

存在意義 「未来のくらしのエスキースを描く」ことを存在意義とし、
提供価値 「ひろく学び、知をつなぐ」場を提供する、
個 性 「 」な大学を目指します。

共立出版
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広広島島工工業業大大学学ににおおけけるる産産官官学学連連携携のの取取組組みみ((具具体体例例))
■広島県府中市 スポーツ振興施設 新築 に設置する”家具開発プロジェクト”

目的 ・ 年 月オープンの施設建物内に多世代交流の空間を実現すること
・府中市内で間伐されたヒノキ丸太のみを用い、価値が低いとみなされている間伐材を高付加価値商材に転換すること

地方公共団体

大学 企業

学生

教員との繋がり
を活用して相談

地域の課題解決
魅力発信

社会実践力を養う絶好の教育機会

知見を社会に還元

資産 森林率約 の有効活用

地産地消型のモデル構築

地域社会への貢献

高い技術力の活用

デザイン
試作品作成

ヒノキを活用した試作品 スツール の作成

学生自ら作成した試作品は大変高い評価を受け、本製作することが決定

発表会 学生によるプレゼン の様子

■ 年 月に、デジタルものづくりの場として４つのラボを有する
「 HHiirroosshhiimmaa  MMaakkiinngg  HHuubb（（MM--HHuubb））」を開設

・学生や小中高生、そして地域の皆さんに｢ものづくり｣の楽しさを実感してもらうために、
最新のデジタル工作機器 プリンタ、レーザー加工機他 を多数備えています。

広広島島工工業業大大学学ににおおけけるる地地域域貢貢献献のの取取組組みみ((具具体体例例))

“学修内容の発揮”
“社会とのつながり”

“達成感”

本学学生がデザインし、府中市家具企業が製造する家具 種。
府中市民プール利用者が成長する姿を、オオムラサキの成長
（卵→幼虫→成虫）になぞらえてデザインしたものです。

広島県をはじめとして、自治体･企業と 件の連携協定を締結

日本初の環境学部を設置 防災 地球環境の調査･分析に強み
製造業が多い広島県※において唯一の工業大学

産 業 界 自治体 地域社会

高大連携事業による｢探究学習｣支援→
※DXハイスクールなど
※遠心分離機を用いた実験を体験

←広島工業大学地域連携技術研究協力会
スクエア の総会を定期的に実施

※本学の研究をパネルで発表

中四国地方のインフラを支える人材を育成 デジタル社会の担い手を育成女性エンジニアの育成
就職率 学びを活かせる専門職率 年 月卒業者 数理 ･データサイエンス教育プログラムの応用基礎レベルに全学部認定女子学生キャリアデザインセンターの設立 年～

全学部認定
中四国私大で本学のみ

日本経済新聞 中国・四国の卒業生 活躍ランキング
全体で第 位、私立大学では第 位

←女子学生キャリアデザインセンター
（ センター）によるプログラミング教室

※製造品出荷額等は中国・四国・九州地方で
年連続して 位（広島県調べ）

地地域域のの人人材材育育成成にに向向けけたた広広島島工工業業大大学学のの取取組組みみ

連携協定締結企業での 科目実施→
※IE(生産工学 手法を用い生産性
向上を図る。

※作業を科学的に分析するため、
複数の定点カメラを設置。

私立理工系大学で初の
女性技術者育成のためのセンター設置

広島工業大学

地地域域でで輝輝くく先先進進的的理理工工系系人人材材のの育育成成
広広島島工工業業大大学学のの取取組組みみ

2025/11/29

第第８８回回 工工大大ササミミッットト
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第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「産官学連携による⼈材育成」

第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「宇宙研究の取り組み」

地域に根差した教育・研究プロジェクト

01. ふくいPHOENIXハイパープロジェクト 【福井県全域】
02. 六呂師⾼原星空保護プロジェクト 【福井県⼤野市】
03. ⼩原ECOプロジェクト 【福井県勝⼭市】
04. ⾚島活性化プロジェクト 【⻑崎県五島市】
05.三国湊サイン整備プロジェクト 【福井県坂井市】
06. ふくい衛星運⽤ネットワーク構築プロジェクト

（FUSION Project) 【福井県全域】
・・
・

第8回⼯⼤サミット
地域で輝く先進的理⼯系⼈材の育成 「地域に根差した教育・研究活動」
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For all the students～すべての学生生徒のために

地域に根差した先進的理工系人材の育成
第8回 工大サミット「地域で輝く先進的理工系人材の育成」

福岡工業大学 学長 村山 理一

▼地域連携による青少年教育支援

「モノづくりへの関心・意欲の育成」を目的として、
 科学技術イベント開催・小中学生モノづくり体験教室等、地域の青少年教育支援を推進

地域社会と連携した教育・研究活動について

・地域の学校への模擬講義・体験授業の展開
◆小学校向けICT体験授業
⇒ChatGPTを用いた情報活用体験

◆中学校向け体験授業
⇒二足歩行ロボット・３Dプリンター操作体験等

◆高校向け模擬講義⇒電子顕微鏡実習

・サイエンスフェスタ2025 in FIT
地域と連携し、将来を担う子どもたちへ
科学技術・モノづくりの楽しさを感じてもらい、
理工系分野への興味を育むイベント。

   -地域行政・教育委員会・学会等21件の後援
-民間企業等 5件の協力

福岡工業大学は、これらの取組みを通じて、
我が国の将来を担う先進的理工系人材の育成に励んでいます。

For all the students～すべての学生生徒のために

地域社会と連携した課題解決型学習の実施
第8回 工大サミット「地域で輝く先進的理工系人材の育成」

福岡工業大学は「地域貢献と実社会をフィールドとする学びの機会」の創出を目的とし、
延べ29件の企業・地方自治体等と協働し、地域課題をテーマとしたPBL（課題解決型学習）を展開

福岡工業大学 学長 村山 理一

▼令和6年度実績：15件のプロジェクト、延べ490人の学生参加

【長崎県島原市との地域PBL】
テーマ：EV車両の走行実験・脱炭素効果の分析

【福岡県古賀市との地域PBL】
  テーマ：地域企業の抱える課題の解決策提案

地域社会と連携した教育・研究活動について

・利用者の高齢化と公共交通の縮小により、
乗り合いタクシーの需要増
⇒ガソリン車のため、燃料費とCO₂排出量が増加

活動内容
・走行データやバッテリー使用量を分析し、
  燃費比較や排出量削減効果を検証
・本学の教授・学生が分析を担当し、
適正な運行形態の実証実験を開始

地域企業8社が抱える諸課題
・作業効率の低下
・運送業の人材不足
・ふるさと納税の商品改善 等

・科学的手法やテクノロジーを活用し、
作業効率改善のためのマニュアル動画の
制作や求人サイトの意識調査・ふるさと
納税返礼品へのニーズ調査等を実施

国交省の支援を受けてコンバートEV車両を導入

課 題 活動内容

課 題

For all the students～すべての学生生徒のために

第８回 工大サミット 地域で輝く先進的理工系人材の育成

地域と連携した教育・研究活動について

福岡工業大学 学長 村山 理一
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学生プレゼンテーション

地域で輝く
先進的理工系人材の育成

第一部

S t u d e n t  P r e s e n t a t i o n
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